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高岡市スポーツ健康センター管理業務仕様書 

 

１ 目的 

   本仕様書は、高岡市健康スポーツセンターの指定管理者が行う業務の内容及び履行方法等を

定めることを目的とする。 

 

２ 施設概要 

〇高岡市スポーツ健康センター 

・住  所 高岡市戸出西部金屋７４３番地 

・開設年月 平成２５年１１月（パークゴルフ場：平成２６年９月） 

・駐 車 場 １０１台 

・施設内容 温水プール、トレーニングルーム、浴室、多目的ホール、交流談話室 

      教養研修室、会議室１（ステージ）、会議室２、パークゴルフ場 

運動広場（高岡市戸出大清水４８０番地：ゲートボール場、ペタンク場、管理棟） 

 

３ 管理運営方針 

   本施設の管理運営については、全ての市民に安全で平等な施設運営を行なうことはもとより、 

現在、提供しているサービスや業務を参考の上、高岡市スポーツ健康センター管理業務仕様書

に含まれる水準を満たし、効率的人員配置、保守管理のコスト削減などでの運営経費の抑制や、

市民ニーズの掌握による更なるサービス向上を図ることにより、高岡市民のスポーツ振興に寄

与すること。 

   指定管理者は、管理運営について創意工夫された事業計画により、指定管理者制度を導入し

た効果を業務に最大限発揮すること。 

 

４ 指定期間 

   令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで（５年間） 

 

５ 施設運営に関する業務 

（１）指定管理者が行う管理の基準 

① 休業日 

  火曜日（その日が休日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日以外の日）

年末年始（１２月２９日～１月３日） 

② 利用期間・利用時間 

施設名 利用期間 利用時間 

温水プール 通年 午前１０時～午後９時（平日） 

午前１０時～午後５時（日曜日及び休日） 

トレーニングルーム 通年 午前９時～午後９時（平日） 

午前９時～午後５時（日曜日及び休日） 

浴室 通年 午前１０時～午後６時 

午前１０時～午後５時（日曜日及び休日） 

パークゴルフ場 ４月１日～１１月３０日 午前９時～午後５時 

午前８時～午後５時（６月１日～９月３０日） 

運動広場 通年 午前９時～午後５時 

③ 管理の基準に関する提案について 

施設を最大限に活用するという観点から、上記で定める管理の基準を上回る基準（利用時  

   間の延長等）で当該施設を管理する場合は、その内容を提案し、本市の承認を得ること。 
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④ その他 

   高岡市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第１５条の規定により、指定 

管理者が行う公の施設の管理の業務に関して知り得た秘密を漏らすこと及び不当な目的に使 

用しないこと。 

指定管理者が作成した施設の管理にかかる帳簿書類は、その年度終了後５年間保存するこ 

と。 

 

（２）利用形態 

① 占用利用 団体等が利用する場合 

② 個人利用 個人が利用する場合 

   ※占用利用、個人利用に優先して利用を確保する場合 

本市が主催する事業については最優先とする。その場合、指定管理者は積極的に本市

事業に協力しなければならない。（ジュニア選手育成強化事業、市民スポーツ大会、教室

等）また、公益財団法人高岡市スポーツ協会、各種競技団体、地方公共団体等の公益的

事業や大会、競技団体強化事業で、その趣旨が高岡市民のスポーツ振興に資する活動で

あることが優先利用の原則となる。 

 

（３）利用料金 

本施設は、地方自治法第 244 条の２第８項の規定に基づく利用料金制度を採用する。 

利用料金は、高岡市スポーツ健康センター条例第１４条第１項の規定により、条例の別表で

定める金額の範囲内において指定管理者が市の承認を受けて定め、徴収した利用料金について

は、指定管理者の収入となる。 

  ① 利用料金徴収事務委託 

    利用料金の徴収事務は指定管理者の業務として本市が指定管理者に委託する。 

  ② 利用料金徴収事務 

    利用料金徴収事務は「高岡市スポーツ健康センター条例（第１４条関係）」に基づき行うこ

と。 

  ③ 利用料金等のデータ管理 

    利用料金の徴収及び来場者についてデータを把握、整理し管理を行うこと。 

 

（４）減免措置 

   指定管理者は、「高岡市スポーツ健康センター条例施行規則（第７条関係）」に基づき利用料

金の減免を行うこと。 

   減免措置に関する申請について、規則で明記されていない場合や疑義がある場合は、市の承

認を得て対応すること。 

 

（５）施設利用者への対応 

  ① 施設利用者への助言･指導 

    指定管理者は、施設利用者が円滑な利用ができるよう、適切な助言を行うこと。また、不

適切な利用者に対しては指導を行うこと。 

  ② 施設の案内・周知 

    指定管理者は、本施設の利用方法や案内図を、施設利用者にわかり易い場所に掲示するこ

と。また、本施設の情報発信のため専用ホームページの作成やリーフレットの作成等により、

市民に広報を行うこと。 

  ③ スポーツ情報の発信 

    指定管理者は、スポーツ大会のポスター掲示や、申込書の配布などを行い、本施設が本市

内外のスポーツ情報の発信基地として機能するよう努めること。 
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④ 苦情･要望等への対応 

    指定管理者は、窓口、電話、メール、手紙等での施設に対する利用者からの苦情、要望等 

について適切な対応を行い、内容、対応、結果等について本市に報告すること。 

 

（６）職員配置 

  ① 施設長 

    施設の責任者として、常勤の施設長を配置すること。 

    施設長はスポーツ施設運営に関し豊富な経験があること。 

  ② 配置職員の要件（施設長を含む） 

    本施設で利用可能なスポーツ種目に関し、必要な知識を有していること。 

    施設運営上必要な遵守すべき関係法令等を熟知していること。 

  ③ 配置人数（施設長を含む） 

    開館時間中において、施設の運営に支障をきたさないよう３名以上の職員を確保すること。 

  ④ 有資格等（施設長を含む） 

    施設管理、安全管理、市民へのサービス提供、データ管理、指導等有益と思われる資格等

がある者を配置すること。 

    本施設に配置する職員の資質向上のため、定期的に研修を実施する（又は受講させる）こ

と。 

  ⑤ 配置する職員の履歴資料（施設長を含む） 

    指定管理者は、本施設に配置する職員の履歴及び資格取得一覧表を作成し、指定管理業務

計画書に添付すること。 

 

６ 施設貸出業務 

   指定管理者は、条例等に従い市民から施設予約を受付け、占用利用、個人利用の許可又は不

許可を行うこと。なお、予約時に利用種目（目的）について正確に確認を行い、本施設の設置

目的に合致した適切な利用を行うよう促すこと。 

  正当な理由がある場合は指定管理者の判断により、利用の中止等の行為の制限をすることが

できる。 

   本施設の利用に際して、「行政財産使用許可」が必要な場合は、管理上支障のないことを確認 

し、本市へ申請させること。 

 

（１）一般利用予約等対応業務 

  ① 指定管理者は、利用者が予約しやすいよう配慮するとともに、その利用が一定の団体や個

人等に偏ることなく、利用を希望する市民が平等に利用できるよう努めること。 

  ② 指定管理者は、予約状況について正確に把握し、トラブル等発生しないよう留意すること。 

 

（２）大会等の年間利用調整業務 

   指定管理者は、次年度開催の大会等について利用調整会議を開催し、利用希望の取りまとめ 

や割り振り、周知等の関係事務を行うこと。 

 

（３）予約の取り消し業務 

   指定管理者は、関係する条例、規則に従い、予約の取り消し及びそれに関連する業務を行う 

こと。 

 

（４）附属設備等貸出業務 

   指定管理者は、本施設利用者の便宜を図るため、附属設備等を必要に応じて貸し出すこと。 

  ただし、減免措置対象からは外れる。 
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（５）施設利用に伴う設営物の確認 

   指定管理者は、本施設の利用に際して、行政財産使用等の設置物、設営物がある場合は、事 

前の申請のとおり適切に設営されているか、また、利用後には撤去され原状回復されているか 

確認を行うこと。 

 

（６）駐車場の管理 

   指定管理者は、利用者の利便を損ねることのないよう駐車場を管理すること。また、混雑の

緩和、安全の確保について適切な対応を行うこと。 

  ① 駐車場の混雑の緩和 

    指定管理者は、駐車場が混雑した場合、又は混雑が予想される場合、安全のために適切 

な措置を行うこと。 

  ② 駐車場内の事故等の防止 

    指定管理者は、駐車場内の事故、車両の盗難、車上荒らし等の発生を未然に防止できるよ 

う配慮すること。また、これらの事件が発生した場合は、被害者に対して警察への届出を促 

すなど、適切な対応を行い、市へ報告すること。 

  ③ 駐車場の除雪 

    指定管理者は、利用者が安全に駐車場を利用できるように、積雪時には除雪等の適切な駐 

車場管理を実施すること。 

  ④ 不当な駐車車両の禁止 

    指定管理者は、本施設利用者以外が合理的な理由なく駐車場を使用している場合は、直ち 

に立ち退かせること。 

  ⑤ その他 

    指定管理者は、本施設駐車場を時間貸し、月極駐車場等として利用してはならない。 

 

７ 自主事業の企画及び実施 

   指定管理者は、利用者から参加費を徴収する教室を提案し、本市の承諾を得て実施すること

ができる。また、教室等の事業が終了後に事業報告（内容・収支等の報告）を行うこと。なお、

内容に変更が生じた場合も同様に本市の承諾を得ること。 

 

（１）教室の企画 

  ① 一般の施設利用者への不利益が生じない範囲（曜日、時間帯等）において実施すること。 

  ② 教室実施にあたり、インターネットホームページやパンフレットを作成する等、募集方法、

受付方法等を適切な方法で行い、市民に広く周知し気軽に参加できるものとすること。 

  ③ 本施設が公の施設であるということや戸出中田地区老人福祉協議会（以下「協議会」）の開

催事業を踏まえて教室を企画すること。 

 

（２）施設使用料及び教室の参加費 

  ① 教室の実施にかかる全ての費用は、指定管理者が負担すること。 

  ② 教室参加者から得られる参加費は指定管理者の歳入とする。 

  ③ 指定管理者は教室実施に関して、企画、調整、講師、必要機材の手配、利用者の募集・登 

録事務、会場の設営、実施当日の運営、後片付け等、教室実施にかかる一切の業務を行うも 

のとする。 
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８ 物販・自動販売機コーナーの運営について 

   指定管理者は、本施設内に物販･自動販売機コーナーを設置することができるが、その場合は

本市と協議を行い、行政財産の使用許可を受けること。 

   物販･自動販売機コーナーの運営にかかる全ての業務は指定管理者が行い、一切の責任は指

定管理者が負うこと。 

   指定管理者は、適切な商品管理及び衛生管理を行うこと。 

   物販･自動販売機コーナーで問題が生じたときは、指定管理者は直ちに本市へ報告を行い、適

切な対応を行うこと。 

 

９ 安全管理業務 

   指定管理者は、開館前の始業点検及び閉館時の終業点検を確実に行い、本施設の安全な管理

に努めること。 

   また、定期的に本施設内を巡回する等、開館時間中の利用者及び本施設の安全管理について

徹底すること。 

   指定管理者は、防火管理者を定め、消防計画を作成し、防火管理上必要な業務を実施するこ

と。 

   なお、開館時間中に火災、事故、天災等が発生した場合には、関係法令や高岡市地域防災計

画をはじめとする各種行政計画に従って速やかに対応し、利用者の安全の確保、避難誘導を図

り、各種連絡系統図に基づき本市をはじめ関係機関への報告を確実に行うこと。 

 天災・大規模災害等により、市から指示を受けたときは、開館時間にかかわらず速やかに施

設を開放し、避難施設として避難者の受け入れ態勢を整え、職員は、積極的に避難誘導等に従

事すること。なお、避難施設として受け入れている期間の利用料収入の補填に関しては、期間

の程度を鑑み、市と指定管理者で協議するものとする。 

 

（１）災害時の対応 

   指定管理者は、災害などの発生に対応できるよう、災害時に必要な最低限の資機材等の用意 

を行うこと。また、災害発生時の対応計画やマニュアルを整備し、職員に周知し十分な対策を 

行うこと。 

 

（２）急病等への対応 

   指定管理者は、本施設の利用者等の急な病気やけがについて適切な対応をするとともに、簡 

易なけが等に応急処置ができるような医薬品･資材等の用意を行うこと。 

 

（３）遺失物･拾得物の対応 

   指定管理者は、本施設敷地内で遺失物･拾得物を発見した場合には、台帳等に記入するなど適 

切な処理を行うこと。 

 

（４）事件･事故への対応 

   本施設敷地内で起きた事件･事故が発生した場合には、指定管理者は、適切な対応を行い、速 

やかに本市へ報告すること。 

 

10 施設管理 

（１）衛生管理業務 

   指定管理者は、本施設利用者が快適に利用できるように衛生管理に配慮すること。 

   健康増進法による受動喫煙防止対策として、指定場所以外での喫煙は禁止すること。 

   本施設内での疾病等の発生については、関係法令及び指定管理者のマニュアルに従い速やか 

に対応し、各種連絡系統図に基づき本市をはじめ関係機関への報告を確実に行うこと。 
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（２）清掃業務 

   指定管理者は、施設（敷地全体）の清掃業務を行うこと。 

指定管理者は、建物内外の材質等を考慮しつつ、適切な頻度･方法で施設（敷地全体）の、日 

常清掃、定期清掃及び特別清掃を適切に組み合わせ本施設の美観と衛生を保つこと。また、廃

棄物処理にあたっては、資源の有効活用に取り組み、本市のゴミ分別ルールに従って適切に行

うこと。また、処分に係る経費は、指定管理者が負担すること。 

  ① 日常清掃：日又は週を単位として定期的に行う作業 

  ② 定期清掃：月を単位として定期的に行う業務 

  ③ 特別清掃：一定の期間、又は年を単位として行う定期的な業務と不定期に行う業務で概ね

次のような作業をいう。 

     照明器具及び時計の清掃、外壁及び外部建具の清掃、除草、排水溝及びマンホール等の

清掃その他関係法令に基づく貯水槽及び附属部等の清掃・点検 

※各種作業については、作業時の安全確保に努めること。 

 

（３）植栽等維持管理業務 

   指定管理者は、本施設内の植栽を適切に維持管理することにより、美しい施設内外の環境を 

維持すること。 

   植栽の維持管理にあたっては、利用者及び通行者の安全や周辺農地に与える影響を十分に配 

慮すること。 

   植栽の伐採及び廃棄処分に係る経費は、指定管理者が負担すること。 

 

（４）施設保守修繕業務 

   指定管理者は、本施設における公共サービスが円滑に提供され、施設の利用者が安全かつ快 

適に利用できるよう、施設全体の修繕業務を実施すること。また、施設の予防安全に努め、施 

設の不具合を発見した際には適切な処置を行うこと。 

修繕費については、１件３０万円未満の修繕（施設の劣化した部分・部材又は低下した性能・ 

機能を現状又は実用上支障のない状態まで回復させるものをいう。）については、原則として指

定管理者が行うこととする。また、１件３０万円以上の修繕（計画的な改修・大規模な修繕）

については、原則として市が執行することとする。 

 

（５）設備機器管理業務 

   指定管理者は、本施設の設備機器が正常に稼動し、利用者に対して適切なサービスが提供で 

きるよう常に監視及び点検、整備等必要な対応を行うこと。また、稼動状況を適切に記録する 

とともに、不具合があった場合は必要な処置を行うこと。 

 ① 日常点検業務 

    正常に機能するよう点検、整備等を行うこと。 

  ② 定期点検及び整備業務 

    法定点検はもとより、正常に機能するように指定管理者が必要に応じて適切な処置を行う 

こと。なお、その際に必要な消耗品等の補充、更新は指定管理者が負担すること。 

 

（６）備品保守管理業務 

   指定管理者は、備品台帳により、備品の管理を行うこと。 

当該施設の備品については、市で購入することとする。 

  指定管理者が公の施設の管理にあたって、自らの経費で調達した備品を設置しようとする場 

合は、事前に市と協議すること。ただし指定期間の満了時等においては、条例第 13 条の規定 

に基づいて現状に回復すること。 

指定管理者は、市に帰属する備品について処分を行う必要がある場合は、市と事前に協議し、 

当該物品の異動があったときは、その都度、市に報告すること。 



 

 - 7 - 

 

（７）警備業務 

   指定管理者は、本施設の秩序及び規律の維持、盗難、破損等の犯罪防止、火災等の事故防止、 

財産の保全及び利用者の安全を目的とする警備業務を行うこと。 

   施設の用途、規模、開館時間を踏まえて適切な警備計画を立て犯罪･事故等の未然防止に努め 

ること。 

   警備業法、消防法、労働安全衛生法等関連法令を遵守すること。 

   定期的に巡回を行い施設の安全を確認し、警備日誌を記入すること。 

 

11 高岡市戸出中田地区老人福祉協議会の活動や運営に係る業務 

（１）ジャンボタクシー運行業務 

   指定管理者は、施設利用者促進等のため、ジャンボタクシー運行に係る業務を行うこと。 

 

（２）イベント・大会・教室等の開催 

   指定管理者は、協議会の各種大会、教室等を開催すること。 

 

（３）総会や理事会等の開催 

   指定管理者は、協議会の経理を行い、総会や理事会を開催すること。 

 

12 業務のモニタリング及び自己評価 

  指定管理者は、本施設で提供するサービスの評価について、利用者からアンケート等により調 

査を行うこと。また、調査結果に基づき常に利用者のニーズを可能な限り反映するため、その方 

策について提案することができる。 

 

13 連絡調整業務 

  指定管理者は、本市からの要請があった場合は市が実施する会議に出席すること。 

 

14 その他庶務業務 

（１）各種帳票、書類等の保管業務 

   指定管理者は、業務に関連する各種帳票、書類等を管理、保管しなければならない。また、

指定期間終了後も保管が必要なものについては、次の指定管理者へ引き継ぐこと。 

   なお、業務に関連する各種帳票、書類等を廃棄する場合は本市の承諾を得ること。 

 

（２）各種手続きに関する業務 

   指定管理者は、本施設の指定管理業務にあたり、関係官公署等へ申請･届出などの各種手続 

が必要な場合は、指定管理者自らが手続を行うこと。 

 

15 指定管理業務の引継ぎ 

（１）事務の引継ぎ 

   指定管理者は、管理運営に必要な各種書類、各種データ、懸案事項等を次の指定管理者へ遅 

滞なく引き継ぐこと。 

 

（２）指定管理期間終了の引継ぎ時における施設の状態について 

   指定管理者は、本施設の指定管理業務の終了時に、継続して使用することに支障のない状態 

で次の指定管理者に引き継ぐこと。また、指定管理者が本市の承諾を得て機能向上を行った箇 

所については、本市と協議する。 
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16 その他の留意事項 

（１）関係法令の遵守 

   指定管理者は、本施設の指定管理業務にあたっては、関係法令等を遵守すること。 

 

（２）関係官公署の指導 

   指定管理者は、本施設の指定管理業務にあたり、関係官公署の指導等に従うこと。 

  監督、測定、検査、調査その他の活動によって改善･変更を要すると認められた事項については、 

具体的にその内容を明らかにした文書を作成し、その都度、本市と協議のうえ対応する。 

 

（３）市からの要請への協力 

   本市から、施設の管理運営及び施設の現状等に関する調査又は業務の指示等があった場 

合には、迅速、誠実かつ積極的な対応を行うこと。 

   その他、本市が実施又は要請する業務（選挙、緊急安全点検、防災訓練、行催事イベント、 

要人案内、当該施設の管理に関する会議、監査･検査等）への参加・支援・協力・実施を積極的 

かつ主体的に行うこと。 

 

（４）地域住民との適切な関係の保持 

 地域内にある施設として、地域住民との良好な関係を維持すること。 

 

（５）市と指定管理者で協議･調整を要する事項 

   これまでの規定のほか、次の事項に関する事柄は、本市と指定管理者が調整又は協議を行 

うこと。 

① 施設の管理運営に係る各種規定・要綱等を作成する場合 

② 本仕様書に記載のない事項 

 


